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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 28日 (2004.12.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 例 の 場 合 も 、 上 記 蓋 板 １ ７ ｃ を 上 記 プ ー リ ２ ａ に 内 嵌 す る 構 造 を
採 用 す る 為 、 前 述 の 図 ４ ～ ５ に 示 し た 第 １ 例 の 場 合 と 同 様 、 こ の 蓋 板 １ ７ ｃ を 合 成 樹 脂 製
と し て も 、 高 速 運 転 時 や 温 度 上 昇 時 に 、 上 記 プ ー リ ２ ａ か ら 上 記 蓋 板 が 外 れ に く く
で き る 。 又 、 本 例 の 場 合 に は 、 上 記 鍔 部 ２ ２ の 側 面 が 上 記 プ ー リ の 外 端 面 に 当 接 し た
事 を 外 部 か ら 目 視 す る 事 に よ り 、 上 記 係 止 突 条 ２ １ ｃ が 上 記 係 止 溝 ２ ０ に 確 実 に 係 合 し た
事 を 確 認 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ４ は 、 前 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ８ ９ ５ ７ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 発 明 に 則 し た 構
造 の 第 ７ 例 を 示 し て い る 。 本 例 の 蓋 板 １ ７ ｅ は 、 塞 ぎ 板 部 １ ８ と 嵌 合 筒 部 １ ９ と か ら 成 る
芯 材 ２ ５ と 、 こ の 芯 材 ２ ５ の 外 周 面 に 添 設 し た 、 ニ ト リ ル ゴ ム 、 ア ク リ ル ゴ ム 、 弗 素 ゴ ム
の 如 き ゴ ム 製 の シ ー ル 材 ２ ６ と か ら 成 る 。 そ し て 、 こ の シ ー ル 材 の 外 周 縁 部 分 を 、 プ
ー リ ２ ａ の 内 周 面 外 端 寄 り 部 分 に 形 成 し た 係 止 溝 ２ ０ に 係 合 さ せ て い る 。 こ の 様 に 構 成 す
る 本 例 の 場 合 、 上 記 シ ー ル 材 ２ ６ の 表 面 が 上 記 係 止 溝 ２ ０ の 内 面 に 、 全 周 に 亙 り 弾 性 的 に
当 接 し て 、 嵌 合 面 に 存 在 す る 隙 間 が ほ ぼ 完 全 に な く な る 。 こ の 為 、 上 記 プ ー リ ２ ａ 内 へ の
水 の 進 入 防 止 効 果 を よ り 優 れ た も の に で き る 。 尚 、 本 例 の 場 合 、 上 記 芯 材 ２ ５ は 、 合 成 樹
脂 製 と す る 他 、 Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ 等 の 鋼 板 製 と す る 事 も で き る 。 こ の 様 に 芯 材 ２ ５ を 鋼 板 製 と す る
場 合 で も 、 プ レ ス 成 形 に よ れ ば 、 こ の 芯 材 ２ ５ を 低 コ ス ト で 造 れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ５ は 、 前 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ８ ９ ５ ７ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 発 明 に 則 し た 構
造 の 第 ８ 例 を 示 し て い る 。 本 例 の 場 合 、 プ ー リ ２ ａ （ 図 ４ ～ １ ２ 及 び 図 １ ４ 参 照 ） に 内 嵌
す る 蓋 板 １ ７ ｆ を 、 断 面 Ｌ 字 形 で 全 体 を 円 環 状 に 形 成 し た 芯 材 ２ ５ ａ と 、 ゴ ム 製 の シ ー ル
材 ２ ６ ａ と に よ り 、 全 体 を 円 輪 状 に 構 成 し て い る 。 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 は 、 上 述 の

に 示 し た 第 ７ 例 と 同 様 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 例 の 一 方 向 ク ラ ッ チ 内 蔵 型 プ ー リ 装 置 の 場 合 に は 、 プ ー リ ２ ａ の
内 径 側 に 設 け た ロ ー ラ ク ラ ッ チ ３ （ 図 １ １ 参 照 ） 及 び サ ポ ー ト 軸 受 ４ の 内 部 発 熱 を 、 上 記
通 孔 ２ ８ を 通 じ て 上 記 プ ー リ ２ ａ の 外 部 空 間 に 放 出 で き る 。 こ の 為 、 上 記 プ ー リ ２ ａ
の 内 径 側 部 分 の 温 度 上 昇 を 抑 え 、 上 記 ロ ー ラ ク ラ ッ チ ３ 及 び サ ポ ー ト 軸 受 ４ を 潤 滑 す る 潤
滑 剤 の 性 能 を 長 期 間 に 亙 り 良 好 に 保 持 で き る 。 こ の 結 果 、 こ れ ら ロ ー ラ ク ラ ッ チ ３ 及 び サ
ポ ー ト 軸 受 ４ の 耐 久 性 を 十 分 に 確 保 で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 　 １ 　 　 ス リ ー ブ
　 　 　 プ ー リ
　 　 ３ 　 　 ロ ー ラ ク ラ ッ チ
　 　 ４ 　 　 サ ポ ー ト 軸 受
　 　 ５ 　 　 ク ラ ッ チ 用 内 輪
　 　 ６ 　 　 ク ラ ッ チ 用 外 輪
　 　 ７ 　 　 ロ ー ラ
　 　 ８ 　 　 ク ラ ッ チ 用 保 持 器
　 　 ９ 　 　 カ ム 面
　 １ ０ 　 　 凹 部
　 １ １ 　 　 外 輪 軌 道
　 １ ２ 　 　 外 輪
　 １ ３ 　 　 内 輪 軌 道
　 １ ４ 　 　 内 輪
　 １ ５ 　 　 玉
　 １ ６ 　 　 シ ー ル リ ン グ
　 １ ７ 、 １ ７ ａ ～ １ ７ ｇ 　 蓋 板
　 １ ８ 　 　 塞 ぎ 板 部
　 １ ９ 　 　 嵌 合 筒 部
　 ２ ０ 　 　 係 止 溝
　 ２ １ ａ ～ ２ １ ｄ 　 係 止 突 条
　 ２ ２ 　 　 鍔 部
　 ２ ３ 　 　 凹 部
　 ２ ４ 　 　 切 り 欠 き
　 ２ ５ 、 ２ ５ ａ 　 芯 材
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　 ２ ６ 、 ２ ６ ａ 　 シ ー ル 材
　 ２ ７ 　 　 凹 溝
　 ２ ８ 　 　 通 孔
　 ２ ９ 　 　 内 部 空 間
　 ３ ０ 　 　 外 部 空 間

(3) JP 2003-232434 A5 2005.8.4


	header
	written-amendment

